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DOI運営組織の構成
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世界のDOI登録機関
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Airiti, Inc. Crossref

China National 
Knowledge Infrastructure 

(CNKI)
DataCite

EIDR (Entertainment Identifier 
Registry)

ISTIC (The Institute of 
Scientific and Technical 
Information of China)

JaLC (Japan Link Center)
mEDRA (Multilingual 

European DOI Registration 
Agency)

OP (Publications Office of the European Union)
KISTI(Korea Institute of Science and Technology 

Information)

CIIDRA(Construction Industry ID Registry Agency)
は、地域RA
は、コンテンツごとのRA



JaLCの従来からの役割
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① 国内の様々な学術コンテンツに確実にDOIを付与する。
② DOIについて、利用法などを周知する。
③ DOIの登録例や活用例を増やす。

今後
④ DOI登録や、その後の活用数などを会員にわかりやすく
知らせる。

⑤ 他機関に積極的にメタデータを送り、我が国の学術成果の
流通を活発化させる。

他には・・・・。



他のRAの活動紹介
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コンテンツ一括登録サービス
エクセルファイルまたはXMLファイルをアップロードすることでコンテンツの一括登録が可能

出所：http://epops.kr/content/content-view.page?submitNo=225&revisionNo=1



他のRAの活動紹介
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＜エクセルファイルでの登録例＞

・ISSN ・開始・終了ページ
・ジャーナル名 ・タイトル（原文および英文）
・発行者 ・キーワード
・発行年月日 ・所属
・巻 ・DOI
・号 ・URL

【エクセルファイルへの登録項目】

出所：http://epops.kr/content/content-view.page?submitNo=225&revisionNo=1



他のRAの活動紹介

Crossrefは、JaLCにないサービスを提供している。

①ORCiD連携
ORCiD番号が記載された論文データをORCiDへ送付し、筆者を確認し、
確認したORCiD名を表示する。あるいは、認証付きのORCiD名を扱う。

②剽窃チェック（Similarity Check）サービス （有料）
新たに提出された論文を既存の論文と照合し、その類似性をチェックする。

③CrossMark （版管理）サービス （有料）
版が異なる論文を紐づけて管理する。
著者版や、その後の修正版を紐づけることで、最終版の公開場所へたどり
つくことができる。
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他のRAの活動紹介

Crossrefは、出版社が発行する
論文に対して、メタデータ項目の
数・条件を比較している。

・引用
・引用情報がオープンか
・ORCID ID
・ファンド機関ID
・ファンドID
・CrossMark
・Text Mininngの間違い
・ライセンスURL
・剽窃チェック対応
・抄録

メタデータや公開内容が貧弱な
ものが分かるようにした。
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他のRAの活動紹介

Crossrefは、メタデータ登録を簡単に
行えるよう工夫している。
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CrossrefとDataCiteは、次のように情報共有をしている
（各々が、Event Dataというサービス名でこの情報を利用したサービスを提供）
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DataCiteメタデータ中の論
文へのリンク情報

Crossrefメタデータ中の
データへのリンク情報

他のRAの活動紹介
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他のRAの活動紹介

論文だけでなく、WikipediaやSNS等のデータも取り込み、その中で関係する引用が
あれば抽出しカウント、リンクする。これをデータサイテーションにも利用している。



他のRAの活動紹介（対象拡大）

各RAはDOIの登録対象を拡大している。

建設資材特許研究資金
Grant

会議
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特許

機関

画像・映像

研究資金
提供機関
Funder



ご静聴ありがとうございました。
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